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l.は じめに

前身の農業技術研究所を含め農業環境技術研究所では,1957年 以来,主要国産農作物であ
る米と小麦およびその作物を生産する土壌の環境放射能上の最重要核種と考えられる

90Srと

137csの
調査・研究を行ってきた。この調査・研究は,年次変動を正確に把握するために観測

地点を固定しており,土壌とそこに生育する作物の対応がはっきりしているため,放射性核種
の土壌から作物への移行や土壌内での動態を解析できる点に特徴がある。このデータについて

は数年前からデータ集としてまとめている (文献 1)が ,他の研究機関や関連する行政機関の

利用者, さらには一般利用者を想定したものではなかつた。本研究で,汎用性と利便性の観点
を加えてこのデータ集のデータベース化を行ったので,こ こにその概要を紹介する。

2.データの概要
主要穀類および農耕地土壌の

90Sr・ 137cs濃
度データベース作成の意義は,放射能濃度水準

を公開することにより,不特定多数の国民を対象とした一般ユーザーが過去および現状の放射

性核種の残存・蓄積について理解を深めるのに役立つと想定されることと,研究や行政に用い

るためのデータ加工が容易になることにある。

入力したデータは以下のとおりである。

1)自米,玄米,玄麦および小麦粉中の 90Srと 137cs濃度(1959～ 2006年 ):単位 mBq/kg
2)水 田作土および畑作土中の全 90Srと 置換態 90Sr並 びに全 137csと 置換態 137cs濃度(1959
～2006年 ):単位 Bq/kg

3)水 田作土および畑作土の理化学性 (pH,腐植含量,CEC,粒径組成,容積重, リン酸
吸収係数 )

これらのデータは以下の特徴を持つている。

1)長期 (1959年から)にわたり,基本的に同一地区で採取された主要国産農作物である
米および麦の

90Srと 137csの
放射能濃度を測定してきた。

2)米および麦の栽培された土壌についても,90Srと 137csの 放射能濃度を測定してきてお
り,土壌から作物への核種の移行状況が比較できる。
3)北海道から九州まで全国的に採取地点が分布していると同時に,栽培土壌の性質が明ら
かになっており,土壌の違いによる放射性核種の残存状況が比較できる。
4)土壌について,置換体 90Srと 全 90Srお よび置換体 137csと 全 137csを 同時に測定した試
料がある。
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3.データベースシステムの構成

襴写
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表 1 サーバに導入したソフトウエア

表 2 使用できるプラウザ

ブラウザ t\-) = Y
Internet Explorer 6.0以 _L

MOzilla Firefox 2.0以上

Safari 3.0以 上

0pera 9.0以 上

図l WEBサ イトにおけるデータ公開システムの概要

データベースシステム全体のパ ッケージソフ トウエアとして,(株 )ヴィジブルインフォメ

ーションセンターが開発 した V/GAI¨AGRIPを使用 した。その構成の概要は以下のとお りであ

る (図 1,文献 2を参照)。

表計算ソフ トで整理 した米 (玄米 , 自米),小 麦 (玄麦 ,小麦粉)お よびそれ らが栽培 された

水田および畑作上の
9°

Srと
137cs濃
度に関する 1959年 からの濃度別データを Webサーバ機に

インス トール し,テ キス ト変換 した後にサーバ リレーシ ョナルデータベース管理システムの

MySQLを用いてデータベース化 した。データベースに登録 したデータは,Ruby on Railsフ レ

ームワークを Wcbサーバ ソフ トウエアである mongrclで作動 させ,動的にページ生成を行 う。

生成 されたページは Webサーバソフ トウエアである Apachcよ り農林水産省研究ネッ トワーク

(MAFFIN)の ネッ トワーク層を通 じ,ク ライアン トの Wcbプ ラウザ上に表示 される。MySQL,

Ruby on Rails,mongrel,Apachcは いずれもオープンソースのアプリケーシヨンである。サーバ

機に導入したソフトウエアを表 1に示した。また利用できるプラウザを表 2に示した。

4 データベースの閲覧範囲
本データベースシステムはユーザーの種類によつて,閲覧できるデータの種類を変えている。

調査地の担当者は当該都府県の放射性核種の濃度推移を全国データ等 と比較することができ ,

また放射能調査研究関連の研究者や行政官は,個別のデータの比較も可能 となつている。Web

アクセスヘの入 り回はいずれもhti⊇ :/左,v92.niaes3.affrc.go.jp/vgai_agrip/で あるが ,

ソフトウエア t\-')=2
DS Mndors Srer20$ standald

…

dッ 186に 007119 24 patchievei lll)[386-wL32」

ヽ ils bils 22 2

nysdライブラリ npql-2.7. 3-x86mswin32

|―geMa」ck mgeMaeick 6.4.5-2 OB [Am-11-15]

マMagIよ nglck-271

ИySOL dySQL-5_067-n32

9nlJpla Ⅲ 25win32

hstupt 襲 64w3mi gpl

慟 ‐ ebug
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各調査地のユーザー および放射能調査研究関連内部ユーザーには,ロ グイン名とパスワー ド

を発行し,それぞれの閲覧可能データにアクセスできるようにしている。ユーザー毎の閲覧デ
ータの種類を以下に記した。

1)一般ユーザー

放射性核種分析データ :試料数,最大値,最小値, 日本海側・太平洋側・全国の平均値
土壌の理化学性 :土壌群名と土性

2)各調査地のユーザー

放射性核種分析データ :一般ユーザー閲覧可能データ +当 該都道府県の試験地の全ての個
別データ

土壌の理化学性 :土壌群名,上性,pH,腐植含量,CEC,粒径組成,容積重, リン酸吸収係
数

3)放射能調査研究関連内部ユーザー

放射性核種分析データ : 全ての試験地の全個別データを閲覧可能
土壌の理化学性 :土壌群名,土性,pH,腐植含量,CEC,粒径組成,容積重, リン酸吸収係
数

5 データベースの一般公開
本章では前章で述べた一

般ユーザー向けの公開内容

について説明する。 トップ
ページには,放射能調査の

意義等について述べており,

将来放射能関連のデータベ

ースを追加した際にもトッ

プページとして利用するこ

とを念頭に置いている。ア

ンダーライン上の「主要穀

類～」をクリックすること

で,本データベースの概要

を述べた 2ページロが開か

れる。 ここから採取地点 ,

用語解説,システム利用を

選択する。

試料・理化

学性タブ

ク

データの

ダウンロ

ードリンク

検 索パ
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テーブル

表示部一饉
輌
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図 2 基本テーブル

「採取地点について」を選択すると日本地図に試料を採取した都道府県が示される。 「用語

について」を選択すると本システムで利用する用語の説明が示される。 「システムを利用す

る」を選択すると図 2のデータベースの基本テーブルが示される。

基本テーブルの各タブと調査年を指定することにより,自米,玄米,水 田作上の9° Sr濃度
と
137cs濃
度では, 日本海側,太平洋側,全国の平均および標準偏差が表示され,玄麦,小麦

粉,畑作上の9°Sr濃度と137cs濃度では,全国の平均および標準偏差が表示される。作土に関し
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ては,置換態の濃度と全濃度が表示される。これらはテキス トファイルでのダウンロー ドが

可能である。経年変化データについては核種タブの下部にある[グ ラフの表示]リ ンクをクリ

ックすることによつて,図 3の ようなグラフが表示される。プロット画像の右横に,プ ロッ

トのプロパティを設定するパネルが表示され,プ ロット・凡例・補助線それぞれの表示の切り

替え,ま たプロットの色について地域/採取地点別に設定することができる。プロットのY軸は

対数軸/線形軸で表示でき,食 品中 (「 白米」,「 玄米」,「 玄麦」および 「小麦粉」)の
137cs濃
度 につい

ては,厚生労働

省が定めた輸入

食品に含まれ る

放射能濃度の安

全基準を示す暫

定限度である370

Bqkg~1を示すライ

ン,9°Sr濃度につ

いては ,コ ーデ

ッ ク ス 委 員 会

(FAO(国 際連

合 食 糧 農 業 機

関)と Ⅵ嘔0(世界

保健機構)が 合同

魃鍼蒻群警澤贈認疑鮮響墜摯豊議案麟システム

プロット表示部
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プロットのプロパティ設定部

図3 グラフの表示

で設立した国際政府間組織)に よるガイ ドライン値である100 Bqkglを 示すラインがそれぞれ

プロットでき,個 々の数値を安全面から解釈する際の一助としている。
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